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論文題目
T i t l e

 キビ地域の集落と首長墓の変遷からみた集団関係に関する研究  
 
 本論文は、キビ地域（現在の岡山県と広島県東部を主とした地域）を対象として、縄文

時代から古代、なかでも弥生時代から古墳時代までを中心とする集落と墓の変遷過程から

集団関係とその変化を分析することによって、国家形成に向けてのキビの地域史を考古学

的な視点と手法によって叙述したものである。  
第Ⅰ章から第Ⅲ章までは、立論の理論的・方法的前提の提示である。まず第Ⅰ章「集団

論の展開と社会形成過程の議論」では、分析と叙述のための視点と方法について、主に対

象とする遺跡を集落と首長墓に絞り、そこから復元できるのは集団関係であることを明示

するとともに、対象としての吉備地域の歴史的特性と分析対象としての有効性を強調する。

第Ⅱ章「社会形成・兼用家庭におけるキビ地域の史的意義」では、日本列島におけるキビ

地域の歴史的特性を、主に近畿（中央）との関係を軸に学史も踏まえつつ整理して分析視

点を具体化し、第Ⅲ章「キビ地域の歴史的空間（空間・時間）」では、作業のための分析基

準および空間的・時間的枠組を定める。  
第Ⅳ章から第Ⅵ章までは、主として弥生時代を対象とした分析である。第Ⅳ章「水田経

営社会の成立と変容」では、弥生時代に先立つ縄文時代の集団関係の展開を、キビの南北

両地域の空間的関係の中で捉え、そこへ水田稲作が受容されるプロセスの具体像を復元す

る。第Ⅴ章「弥生集落からみた単位地域の形成過程」では、弥生時代の集落の分布の変遷

と、それを構成する竪穴建物の分析から、キビの諸地域のうちでも中核的な存在となる旭

川流域と足守川流域の比較を軸として集団関係の展開を追い、両地域の石器と金属器の出

土状況から両者の歴史的性格を比較する。第Ⅵ章「生産と流通からみる（単位）地域間関

係の変遷」では、第Ⅴ章で抽出した旭川流域と足守川流域の比較軸に沿って、石器の分布

や様態および手工業生産遺物の分析から、それらを統括する首長が出現する過程と、その

両地域での様相の違いを浮き彫りにしようとする。  
第Ⅶ章から第Ⅹ章までは、主として古墳時代を対象とした分析である。第Ⅶ章「首長墓

の登場と古墳時代前中期のキビ地域」では、まず土器の編年を軸に近畿（大阪平野・奈良

盆地）との時間的併行関係を整理した上で、大型古墳を中心にした首長墓と、それを核に

した集団関係の展開を明らかにする。第Ⅷ章「古墳時代前、中期の集団構造」では、上記

の展開をさらに詳しくみるべく、足守地域を対象にして小型古墳の展開をあとづける。第

Ⅸ章「首長の存在形態の転換」では、古墳時代後半期を対象に、横穴式石室を軸とした首

長墓の分析とそれらに副葬された馬具の検討から、キビの諸集団が近畿（ヤマト王権）の

集権化のもとに統合化されていく過程を叙述する。この過程を集落の側から分析したのが

第Ⅹ章「集落形態の変革の変遷とその画期―古代吉備における２つの画期―」で、生産関

係と集団編成という二つの画期を経て、キビの諸集団が国家的関係の下へ統合されていく



状況を描写する。  
最後の第Ⅺ章「キビ地域の社会構造と列島社会の変革」では、前半において各章で展開

してきた集団関係の変化を概述し、本論がよって立つ集団関係の、既存の一般理論では捉

えきれない複雑さを強調する。その上で改めてキビ地域の地域集団の変遷過程を１～10 の

段階に分けて具体的に叙述し、日本列島史の中に位置づけようとするとともに、日本固有

の集団論へとさらに理論的に深化させていく展望を示した。  
以上のような本論文の内容に対して、審査委員会はおおむね次のような総合的評価を共

有した。まず、全体として本論は、キビという地理的・歴史的空間を対象として考古学に

よる通時的な歴史叙述を試みた意欲的な作業である。さらに、集落と首長墓を両軸に各種

の考古資料を総合し、集団関係ならびにそれをめぐる生産や流通という横の方向と、階層

化という縦の方向から、国家形成に向けての社会の変化を総合的に論じた点は高く評価で

きる。とくに、こうした社会の変化を、個人の仕事としては驚嘆すべき多くの資料を集め、

独自の分類・編年および数量的分析から実証的に導き出したことは特筆でき、これまでに

も研究の蓄積がある吉備地域の考古学を前進させたといえる。  
 一方で、下記のような意見も出た。まず、対象としたキビという地域を、日本列島の国

家形成史の中の歴史的空間として、他の地域やその研究事例などとも比較しながら、より

高次かつ広視野での位置づけを意識する必要がある。それとともに、「機能集団」「小集団」

や「首長」など、やや説明不足ないしは考究が乏しいままに用いられている概念を、徹底

した研究史の検証も通じてさらに深化させる余地がある。そうすることによって、本論で

は年代論も含めてやや分析が不足するようにみえる対外関係の歴史的評価や、律令国家を

ゴールとする既存の歴史観からの新たな発展も射程に入れることができると思われる。さ

らに、とくに弥生時代の集団論において進みつつあるパラダイムの転換、環境を重視した

新たな歴史像の構築など、考古学・歴史学の中で進みつつある近年の展開に対する立場や

姿勢をさらに明確に意識することによって、方法や理論という見地からも本論の内容をよ

り充実させられよう。  
 このような、今後に改善や充実を図るべき点はあるが、全体としては前述のように高く

評価される内容であることは審査委員の間で異論がない。以上の理由により、審査委員会

は、本論文が学位の授与に値すると判断した。  


